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Ⅰ 予算編成にあたっての基本認識 

 

  人々の暮らしや経済活動に多大な影響を与えてきた新型コロナウイルス感

染症との戦いは、今年５月に感染症法上の５類へ引き下げられたことによ

り、ようやく、終息へと向かっている。 

このコロナ禍の３年間を振り返ると、機動的な保健所の応援体制をはじ

め、ワクチン接種会場の開設など、横須賀市は部局の垣根を超え、一丸とな

って立ち向かってきた。この経験により、これからどんなことが起ころうと

も対処できるという下地が整ったのではないだろうか。 

そして、あらためて消防救急、上下水道、ごみ処理などの基礎的な市民サ

ービスを、危機的な状況のなかでも止めずに行っていく大切さや、こうした

サービスの下支えとなっている市税・保険料の賦課徴収部門のたゆまぬ努力

の重要性を再認識したところである。 

さらに、困難にチャレンジするマインドも醸成された。例えば、住民異動

手続きの『書かない窓口』をはじめ、産学官連携のデータヘルスの取り組み

など、感染拡大の防止だけでなく、市民の利便性向上にもつながるデジタル

トランスフォーメーション（以下、ＤＸ）のほか、『チャットGPT』の自治

体初の導入など、横須賀市のＤＸに対して挑戦していく姿勢は全国に発信さ

れ、高く評価、注目されているところである。 

以前から伝えているとおりＤＸは決して目的ではなく、手段である。人に

しかできない仕事に、より多くの職員の知恵と労力を注ぐために、これから

も挑戦し続けていく必要がある。 

 世の中は急速に変化している。コロナ禍を経て、少子化の急速な進行や高

齢者の孤独・孤立化といった社会問題が一層深刻さを増している。このほ

か、ウクライナ侵攻を背景とした原材料価格の上昇に加え、円安の影響によ

る物価高騰や激甚化・頻発化する自然災害など、さまざまな変化があった。

今後もさまざまな変化が起こることは間違いない。 

だからこそ、私たちは変化に対応し続けなければならない。 

 

５類移行により、いよいよ人流は取り戻されている。 

３年間待ち侘びた時がきた。コロナ禍においても数々の施策の種まきをし

てきた横須賀市にとっては、待ちに待ったチャンスである。 

横須賀市が進めてきた観光集客の取り組みは、４月のソレイユの丘のリニ
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ューアルオープンを皮切りに、横浜Ｆ・マリノス練習場のグランドオープ

ン、BMXフリースタイルジャパンカップの継続開催、そして横須賀市初とな

るオクトーバーフェストの開催など、民間の知恵とスピード感を取り入れ

た、これまでにない圧倒的なコンテンツとして、さまざまなメディアに取り

上げられ、多くの注目を集めている。 

さらに、『MEGURU Project2023』をはじめ、『MIND ROCK AWARD2023』や

ヴェルニー公園でのクリスマスイベントなども予定しており、今後、これま

で以上に注目を集めることは間違いない。 

しかし、これはまだ始まりに過ぎない。今後も、さらに民間の力を活用

し、新たな財源を獲得しながら、取り組みを着実に進めていかなくてはなら

ない。 

 

繰り返し述べてきたことであるが、こうした地域経済を復活させる取り組

みによって、投資を呼び込み、多くの人に訪れてもらい需要を喚起する。こ

れにより地域経済が元気になり税収を押し上げることで、さらなる市民生活

の利便性そして福祉の向上を実現していく、地域経済と福祉の好循環を生ん

でいかなければならない。 

すべての施策は、最終的には市民サービスの向上、つまりは住民福祉の増

進に収斂させるためのものであるということを常に念頭に置き、予算を編成

していく必要がある。 

 

多様性を認め合い、誰もがお互いを慈しみあう「誰も一人にさせないま

ち」の実現に向けて、まだ道半ばではあるが、私たちは確実に前進してい

る。これまで以上に、横須賀市ならではの特徴を生かした魅力を創造し発信

することで、横須賀市の価値をさらに高め、確固たる地位を築いていく。そ

のための下地は既に醸成されている。 

今こそ、変化を力に変え、一丸となって挑戦していくときである。 
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Ⅱ 編成方針 

 

１ 基本方針 

 

令和６年度は、「横須賀再興プラン（横須賀市実施計画2022－2025）」

（以下、再興プラン）の折り返しの３年目の年として、プランを円滑かつ

着実に推進する重要な年である。 

この基本方針のもと、最終的に目指している「誰も一人にさせないま

ち」の実現に向け、市民ニーズを的確にとらえ、スピード感をもって施策

を展開していくため、以下のとおり令和６年度予算を編成する。 

 

 

（１）「再興プラン」に基づく積極投資 

 

再興プランは、YOKOSUKA VISION2030（基本構想・基本計画）の前期

となる令和４年度から令和７年度までの４カ年を計画期間とし、この間

に特に力点を置いて取り組む事業を位置付けている。横須賀市の特性を

生かした３つのまちづくりの方向性を全ての分野にわたり常に意識した

上で、５つの最重点施策に沿った事業に財源を重点配分する。 

 

①目指すまちづくりの３つの方向性 

ア 海洋都市 

イ 音楽・スポーツ・エンターテイメント都市 

ウ 個性ある地域コミュニティのある都市 

 

②５つの最重点施策 

ア 地域で支え合う福祉のまちの再興 

イ 子育て・教育環境の再興（整備・充実） 

ウ 経済・産業の再興 

   エ 歴史や文化、スポーツを生かしたにぎわいの再興 

オ 未来につなぐ環境の保全・創出 
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（２）将来に向けた先行投資 

 

再興プランに示すまちづくりの方向性に沿って、長期的なスパンで効

果が期待できる事業に対する先行投資には積極的な財源配分を行う。 

 

・社会情勢の変化に対応するとともに、従来のやり方を根本から見直

すＤＸを推進し、市民サービスの向上、業務の効率化を図る。 

 

・脱炭素社会の実現を目指す、「横須賀市ゼロカーボンシティ宣言」

の趣旨を踏まえ、行政活動に伴う二酸化炭素排出量の実質ゼロへの

取り組みと地域全体で環境負荷の低減に向けた取り組みを推進して

いく。 

 

・コロナ禍での行動自粛の広がりによって、特に高齢者の受診控えや

孤独・孤立化が進み、持病の悪化や認知症の発症、心身の衰えなど

が顕在化している。住み慣れた地域でいつまでも健康で過ごすため

に、一人ひとりの健康寿命を延ばす取り組みを積極的に進めてい

く。 
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２ 積極投資のための財源確保 

 

厳しい財政状況下において、地域経済の回復、市民生活の立て直しに取

り組んでいくとともに、再興プランに掲げる事業を積極的に推進するた

め、以下の方策で財源確保を図っていく。 

また、再興プランの市政運営の基本姿勢（第４章）に掲げる「行財政改

革方針」に基づき、前例踏襲にとらわれず、取り組みを推し進める。 

 

（１）民官連携の推進 

 

地域課題や市民ニーズが多様化している現在、より良い市民サービス

を実現するためには、民間事業者のノウハウやアイデア、民間資本の呼

び込みが必要不可欠である。 

「オープン・チャレンジ・フレンドリー」を合言葉に、新たな民官連

携の可能性を積極的に検討するとともに、企業版ふるさと納税の活用な

ど財源獲得についても前向きに検討すること。 

 

（２）国や県などからの財源の獲得 

 

限られた財源のなかで、より施策の推進を図るために、国・県などか

らの補助金・交付金などを積極的に獲得すること。 

 

・事業検討においては、さらに多くの特定財源を得られるよう、補助

要件を意識した手法・制度の工夫や、活用していない補助金等の発

掘に努めること。 

 

・単に既存の制度を活用するだけではなく、既存の制度で対応できな

いのであれば、国・県に事業案やグランドデザインを示し、制度改

正等の要望、交渉を行うこと。 
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（３）FM戦略プラン等の着実な推進 

 

建物については、「FM戦略プラン」に示したとおり、現状の建物面積

から縮減していかなければならない状況にある。あらためて、公共施設

に求められる機能・役割が、現在の規模・形態でなければ満たすことが

できないのか、施設の在り方や効率性を見直し、廃止・統合を含めた検

討のスピードアップを図ること。その際には、現在の利用者に配慮し、

代替機能についても検討すること。 

併せて利用率向上による増収、維持管理手法の工夫による経費の削

減、管理の合理化などを徹底すること。 

 

道路、トンネル、公園、港湾施設などのインフラについては、長寿命

化計画等に基づき、有利な財源を確保しながら、計画的な維持管理・更

新を行うこと。 

 

また、遊休資産については、民間活力の活用も積極的に進めるなど、速

やかに新たな活用方法を見出すこと。 

 

（４）さらなる行財政改革の推進 

 

①内部管理経費の見直し 

現在の厳しい財政状況に対応するためだけでなく、人口減少に合わ

せた効率的な行政執行体制への変革を進めるためにも、人員を含めた

内部管理経費の適正化は必須である。各部局長等は人員、システム経

費、事務費などの内部管理経費の見直しを徹底すること。 

 

・人員配置については、既成概念にとらわれず、例えば繁忙期やイ

ベントなど業務のピーク時に合わせた配置とするのではなく、部

内のみならず全庁一丸となったワンチームでの応援体制の構築

や、年度途中の異動など組織内の機動性を上げること。 

 

・人にしかできない仕事に注力するために、全ての事務的業務にお

いて、『チャットGPT』を有効に活用するなど、ＤＸの推進による
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業務の効率化、事務負担の見直しを行い、ゼロベースで今の業務

のやり方そのものを見直すこと。 

 

②事務事業等の見直し 

社会の変化等によりニーズが失われたもの、事業目的が既に達成さ

れたもの、別の代替事業ができているもの、執行実績・利用実績が低

調に推移しているものは、事業廃止（生まれ変わり）を前提に見直す

こと。 

  また、民間でできることは民間に委ね、主体・執行体制を見直すとと

もに、市独自の給付、補助水準の上乗せや対象者の拡大等を実施してい

るものは、必要性や妥当性を検討し、適正化を図ること。 

 

③使用料等の適正化 

昨今の人件費の上昇、燃料価格や電気使用料をはじめとした物価高

騰に伴い、施設等の維持管理に必要な経費が増加している。こうした

状況を踏まえた使用料の適正化については、現在、財務部で検討して

いるため、詳細は追って指示する。 

 

（５）決算ベースの編成 

 

当初予算は、歳入・歳出ともに決算ベースを基本としたタイトな編成

とするため、「事務事業等の総点検」の結果を踏まえるなど、令和４年

度の決算分析に努め、要求に反映すること。こうした適正な予算編成の

結果、年度途中に予算に不足が生じることとなった場合は、補正予算等

で対応する。 
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３ 基本姿勢 

 

（１）対話と交流による実態把握 

       

   住民とより多く接し、目の前にある課題にできるだけ早く気づき、解

決への時間をできるだけ短くしなければならない。要望に耳を傾けるの

はもちろんのこと、積極的にまちへ出て市民、事業者、企業などの声を

聞き、実態把握に努め、政策に展開させること。特に、コロナ禍を経て

新たに顕在化した課題や地域経済の実態を再認識することが重要であ

る。 

 

（２）目的を明確化した積極的な事業立案 

 

組織も職員個人も、意欲やアイデアを埋没させることのないよう、失

敗を恐れずに、まずは取り組むこと。 

常に目的意識を強く持ち、「なぜ、何を、どう変えたいのか」「誰を助

けたいのか」「どうしたらその目的が果たせるのか」「より大きな効果を

あげられるのか」という視点に立ち検討すること。また、「事業の効果

を誰に届けたいのか」を意識して事業立案を行うこと。伝わっていな

い、届いていないということは、何もやっていないことと同じである。 

 

事業が必要とされる背景や事業を行う目的（本質）を的確にとらえ、

目標（ＫＰＩ・ＫＧＩ※）を適切に設定すること。そのためには、あら

ためて、その事業の目的および目標を明確化し、各施策の効果が確実に

発現するような事業構築に取り組むこと。 

 

※Key Performance Indicator＝重要業績評価指標 

業務レベルにおける具体的な目標設定 

※Key Goal Indicator＝重要目標達成指標 

全体の戦略的な目標設定 
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（３）広い視野での課題解決 

 

部局単位の組織の立場ではなく、横須賀市全体としてどうすべきかと

いう立場で検討し、１部局では困難な課題については、組織の枠を超え

てこれまで以上に連携して対応すること。 

これまでにない、新たな取り組みを行うにあたっては、さまざまな課 

題が生じる。立ちはだかる障壁に対し、できない理由を考えるのではな 

く、どうすればできるのかを考えること。 

 

・民官連携による、横須賀市単独では難しい行政課題の解決やより効 

果的な事業展開の可能性を積極的に検討すること。 

 

・条例、規則等については、議決の要否など異なる部分はあるもの 

の、横須賀市の意思により改正することが可能である。 

 

・国・県の制度や法令についても、横須賀市から具体的な提案をする

ことで運用の改善や見直しは可能である。既存の要望機会を活用す

るほか、市長・副市長による直接要望も含めて検討すること。 

 

 


